
程
極
明 

著 

『 

洪 

流 

』 

連
載
第
三
回
（
１
０
～
１
４
） 

抄
訳 

井
手
淑
子 

 

《
第
９
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
》 

主
人
公
の
小
宝
は
、
１
９
３
７
年
の
日
中
戦
争

開
始
時
は
南
京
に
住
む
小
学
４
年
生
。
大
き
な
商

家
に
生
ま
れ
た
。
日
本
軍
の
爆
撃
を
避
け
、
小
宝

一
家
も
長
江
沿
い
の
蕪
湖
と
い
う
街
に
１
０
０
人

で
疎
開
し
た
が
、
日
本
軍
の
作
戦
変
更
に
よ
り
、

街
は
焼
か
れ
た
。 

早
々
と
撤
退
す
る
国
民
党
の
軍
隊
、
そ
の
敗
残

兵
の
姿
を
見
て
、
蒋
介
石
は
一
体
ど
こ
に
い
る
の

か
と
、幼
い
な
が
ら
も
心
を
痛
め
た
。 

一
方
、
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
南
京
の
街
は
焼

か
れ
、
無
残
な
姿
で
、
長
江
に
は
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
中
国
人
の
死
体
が
流
さ
れ
、
通
り
に
は
多

く
の
死
体
が
重
な
っ
て
凍
り
つ
い
て
い
た
。
（
中
国

側
の
発
表
で
は
お
よ
そ
３
０
万
人
） 

欧
米
人
に
よ
る
「
難
民
地
区
」
も
安
全
で
な
く
、

日
本
兵
が
若
い
女
子
を
奪
い
去
り
、
辱
め
を
受
け

た
彼
女
ら
は
み
な
長
江
に
身
を
投
げ
た
。 

南
京
に
戻
っ
た
小
宝
一
家
。
や
が
て
、
中
央
大

学
の
学
生
や
姉
の
秀
華
の
通
う
高
校
を
中
心
に
、

１
９
４
１
年
の
夏
、
抗
日
地
下
組
織
《
団
結
救
国

社
》
が
結
成
さ
れ
た
。
秀
華
は
延
安
、重
慶
の
放
送

を
聴
き
、
ガ
リ
版
の
ニ
ュ
ー
ス
を
作
っ
た
。
小
宝
も

配
布
を
手
伝
っ
た
。 

１
９
４
２
年
夏
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド

攻
防
戦
は
彼
ら
に
希
望
を
与
え
た
。
秀
華
の
友
人

の
中
に
は
、地
下
の
共
産
党
員
も
い
た
。 

 

＊
こ
の
連
載
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
時
事
評
論
・エ

ッ
セ
イ
」
欄
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

  

 

１
０ 

姉
、
秀
華
の
窮
地 

 
 あ

る
日
、
汪
精
衛
の
《
中
央
日
報
》
に

南
京
地
下
三
青
団
全
員
の
名
簿
が
載
っ

た
。
１
週
間
以
内
に
自
首
す
る
こ
と
、
し

な
け
れ
ば
逮
捕
し
、
処
罰
さ
れ
る
と
あ
っ

た
。
秀
華
の
名
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。 

三
青
団
は
、
蒋
介
石
・
国
民
党
を
信
奉

す
る
正
統
派
を
任
じ
る
青
年
組
織
で
、
厳

密
な
規
律
や
具
体
的
活
動
は
な
く
、
議
論

す
る
程
度
だ
っ
た
。
近
く
に
住
む
秀
華
の

下
級
生
、
楊
宝
華
の
従
兄
が
、
国
民
党
か

ら
派
遣
さ
れ
結
成
し
、
活
動
費
を
増
や
す

た
め
名
簿
を
で
っ
ち
挙
げ
た
。
汪
精
衛
の

特
務
に
目
を
つ
け
ら
れ
、
追
及
さ
れ
て
組

織
を
売
っ
た
。 

秀
華
は
、
自
分
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、

勝
手
に
載
せ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
怖
が
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
、
父
に
も
そ
う
言
っ



た
。
し
か
し
用
心
し
た
《
団
結
救
国
社
》

は
名
前
を
変
え
、
出
版
物
も
停
止
し
た
。 

１
９
４
２
年
秋
、
秀
華
は
南
京
中
央
大
学

外
国
語
学
部
に
入
学
し
て
い
た
。 

翌
年
１
月
の
あ
る
朝
、
秀
華
は
日
本
人

憲
兵
と
汪
傀
儡
特
務
に
連
行
さ
れ
た
。
同

じ
部
屋
に
は
金
女
大
付
属
の
真
面
目
な

下
級
生
た
ち
も
い
た
。 

土
間
の
稲
わ
ら
の
上
で
ず
っ
と
考
え

た
事
。
友
達
を
売
っ
た
り
し
な
い
！
東
北

の
英
雄
た
ち
や
新
四
軍
の
勇
敢
な
精
神
、

岳
飛
、
文
天
祥
や
林
則
徐
な
ど
の
愛
国
の

志
士
、
長
征
を
成
し
遂
げ
た
紅
軍
、
ソ
連

の
十
月
革
命
、
蕪
湖
の
大
火
も
浮
か
ん
だ
。 

秀
華
は
、
楊
宝
華
が
、
今
は
汪
精
衛
の

模
範
青
年
団
の
責
任
者
だ
と
知
っ
た
。

『
日
本
人
が
大
東
亜
共
栄
圏
を
う
ち
た

て
る
の
は
、
我
々
中
国
人
の
た
め
な
の
だ

ぞ
、
わ
か
っ
て
い
る
の
か
？
』
と
特
務
は

言
っ
た
。 

他
方
、
林
家
は
あ
ち
こ
ち
問
合
せ
、
秀

華
を
探
し
て
い
た
。
国
民
党
の
特
務
か
ら
、

傀
儡
軍
に
変
わ
り
、
南
京
の
「
感
化
院
」

院
長
と
し
て
、
共
産
党
と
抗
日
分
子
対
策

に
専
念
す
る
叔
父
が
い
た
。
父
は
こ
の
義

弟
に
頼
み
、
娘
の
行
方
を
問
い
合
わ
せ
て

も
ら
っ
た
。 

秀
華
は
日
本
憲
兵
隊
の
監
獄
に
入
れ

ら
れ
て
い
た
。
叔
父
か
ら
の
賄
賂
の
お
か

げ
で
、
月
に
１
回
着
替
え
と
食
べ
物
を
渡

せ
た
が
、
本
人
に
は
会
え
ず
。
数
か
月
後
、

父
は
金
の
延
べ
棒
を
数
本
費
や
し
て
、
よ

う
や
く
彼
女
を
「
買
い
」
戻
し
た
。 

そ
の
夜
父
は
木
の
棒
を
持
ち
、
彼
女
を

叩
い
た
。
『
こ
の
ろ
く
で
な
し
！
勉
強
せ

ず
抗
日
活
動
な
ん
か
や
っ
て
。
あ
の
蒋
介

石
で
さ
え
日
本
人
に
た
ち
う
ち
で
き
な

か
っ
た
の
に
、
若
い
者
が
何
の
役
に
立

つ
？
お
前
は
外
出
禁
止
だ
。
こ
れ
以
上
迷

惑
を
か
け
る
な
。
』
と
言
っ
た
。
小
宝
に



も
、
『
こ
の
棒
を
よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ

い
。』
と
続
け
た
。 

小
宝
の
心
の
中
の
父
親
像
は
壊
れ
た
。

尊
敬
し
好
き
だ
っ
た
父
、
姉
さ
ん
の
愛
国

的
な
行
動
は
我
が
家
の
栄
誉
で
あ
る
の

に
、
逆
に
犯
罪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
父

は
中
国
人
ら
し
く
な
い
と
思
え
た
。 

中
央
大
学
も
三
青
団
に
参
加
し
た
と

い
う
理
由
で
、
秀
華
を
除
籍
し
た
。 

 １
１ 

二
つ
の
闘
い
＝
三
輪
車
夫
と
学
生 

 

姉
の
秀
華
の
友
達
の
江
少
英
は
成
績

優
秀
で
、
中
央
大
学
へ
の
合
格
は
何
ら
問

題
な
か
っ
た
が
、
彼
女
は
組
織
の
決
定
に

従
い
、
三
輪
車
を
製
造
す
る
会
社
に
入
っ

た
。 当

時
、
南
京
の
交
通
業
は
立
ち
遅
れ
、

バ
ス
は
１
路
線
の
み
、
他
は
馬
車
、
人
力

車
が
主
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
た
。 

そ
こ
に
新
し
い
も
の
が
登
場
し
た
。
三

輪
車
で
あ
る
。
綺
麗
に
飾
ら
れ
た
車
、
黄

色
に
赤
の
縁
ど
り
の
車
夫
の
制
服
の
胸

に
は
《
三
輪
》
の
２
文
字
。
ラ
ッ
パ
や
チ

リ
ン
チ
リ
ン
の
音
は
人
々
の
注
目
を
集

め
た
。
金
持
ち
の
多
く
は
こ
れ
に
乗
る
の

が
好
き
で
、
立
派
に
な
っ
た
気
分
だ
っ
た
。 

中
国
共
産
党
の
南
京
労
働
者
委
員
会

は
、
学
生
に
偏
っ
た
活
動
か
ら
労
働
者
へ

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
女
は
ま
ず

チ
ケ
ッ
ト
売
り
と
し
て
三
輪
車
夫
た
ち

と
親
し
く
な
っ
た
。
彼
ら
は
江
蘇
北
部
か

ら
南
京
に
来
て
、
食
う
や
食
わ
ず
の
生
活

で
ほ
と
ん
ど
が
結
婚
で
き
ず
に
い
た
。 

社
長
は
車
夫
募
集
の
際
、
三
七
の
歩
合

を
約
束
し
た
が
、
年
末
に
は
ニ
八
、
し
か

も
車
の
修
理
代
を
負
担
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
車
夫
た
ち
は
半
年
働
い
て
も
大
し
た

収
入
に
な
ら
ず
、
結
局
社
長
に
借
金
し
、

病
気
で
も
医
者
に
か
か
れ
な
か
っ
た
。
彼



ら
は
ス
ト
を
す
れ
ば
弾
圧
さ
れ
る
の
で

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
高
校
出

の
江
少
英
に
相
談
し
た
。 

代
表
３
人
で
ま
ず
社
長
に
会
い
に
行

っ
た
。
社
長
は
マ
ホ
ガ
ニ
ー
の
椅
子
に
足

を
組
み
葉
巻
を
く
わ
え
、
目
も
合
わ
さ
ず

に
『
今
、
人
力
車
夫
は
山
ほ
ど
い
る
。
失

業
者
も
多
い
。
お
前
た
ち
が
い
や
な
ら
ど

う
か
出
て
行
っ
て
く
れ
。
』
と
言
っ
た
。

話
し
合
っ
て
も
無
駄
だ
と
悟
り
、
ス
ト
を

や
る
こ
と
に
し
た
。
江
少
英
は
細
か
い
点

へ
の
配
慮
を
指
摘
し
、
特
に
同
郷
者
が
彼

ら
の
代
わ
り
に
車
夫
と
し
て
来
な
い
よ

う
、
社
長
の
本
当
の
姿
を
伝
え
、
支
持
を

訴
え
て
彼
ら
と
衝
突
し
な
い
こ
と
を
強

調
し
た
。 

ス
ト
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
《
ま
ず
生
き
る

こ
と
！
我
々
は
三
七
の
分
配
を
求
め

る
！
》
だ
っ
た
。
警
察
が
来
て
、
ピ
ケ
隊

長
を
捕
え
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
殴
っ
た
。

日
本
憲
兵
隊
は
、
誰
が
背
後
で
そ
そ
の
か

し
た
か
調
べ
た
が
わ
か
ら
ず
、
彼
ら
の
言

う
「
王
道
楽
土
」
に
面
倒
を
も
た
ら
す
社

長
を
な
ん
と
か
す
る
よ
う
に
市
長
に
命

じ
た
。
新
聞
も
社
長
の
約
束
違
反
を
書
き

立
て
た
。
社
長
は
や
む
を
得
ず
車
夫
た
ち

と
話
し
合
い
、
三
七
で
修
理
費
も
自
分
が

負
担
す
る
と
言
っ
た
。 

２
週
間
続
い
た
ス
ト
は
車
夫
た
ち
の

勝
利
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
闘
争
を
通
じ
て
、

三
輪
車
夫
た
ち
は
、
江
少
英
を
信
頼
し
、

地
下
の
労
働
組
合
を
組
織
し
て
い
っ
た
。 

中
央
大
学
で
も
「
学
生
救
国
社
」
の
リ

ー
ダ
ー
で
相
談
し
、
食
事
の
ま
ず
い
こ
と

と
校
長
に
よ
る
学
生
た
ち
の
食
費
横
領

の
み
に
絞
っ
て
闘
い
、
汪
精
衛
に
嘆
願
し
、

つ
い
に
校
長
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。 

 

１
２ 

日
本
軍
支
配
下
の
南
京
で 



 
食
費
横
領
に
対
す
る
学
生
た
ち
の
闘

い
は
、
小
さ
な
勝
利
で
は
あ
っ
た
が
、
学

生
の
要
求
に
も
と
づ
く
公
然
の
闘
い
と

し
て
、
暗
闇
の
中
の
一
筋
の
光
に
思
わ
れ

た
。 当

時
、
南
京
の
繁
華
街
夫
子
廟
は
、
日

本
人
と
漢
奸
が
結
託
し
た
ア
ヘ
ン
吸
引

所
や
遊
郭
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
映
画
館
も
日
本
映
画
の
み
の
上
映

な
ど
、
低
級
な
エ
ロ
文
化
に
麻
痺
さ
せ
ら

れ
、
市
民
ら
の
唯
一
の
文
化
的
憂
さ
晴
ら

し
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
カ
ル
タ
賭
博
で
あ

っ
た
。 

南
京
市
長
周
学
昌
は
、
日
本
人
が
創
っ

た
《
東
亜
連
盟
総
会
》
分
会
の
会
長
で
あ

っ
た
。
彼
は
自
分
の
勢
力
を
増
大
さ
せ
よ 

う
と
、
部
下
を
通
し
て
、
中
央
大
学
の

学
生
を
「
学
生
互
助
会
」
に
組
織
し
、
学

生
に
秘
密
で
名
義
上
は
《
東
亜
連
盟
》
に

所
属
さ
せ
た
。 

こ
の
「
学
生
互
助
会
」
は
、
中
央
大
学

で
市
が
承
認
し
た
合
法
組
織
で
あ
る
こ

と
、
政
治
に
関
係
な
い
生
活
面
で
の
互
助

組
織
と
し
て
、
学
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

活
動
費
は
市
が
負
担
し
た
。 

そ
こ
で
、
「
団
結
救
国
社
」
の
袁
倫
や

王
希
虎
（
上
海
か
ら
移
っ
て
き
て
い
た
）

ら
も
参
加
し
、
世
間
知
ら
ず
の
お
坊
ち
ゃ

ん
た
ち
の
理
事
会
の
中
で
、
徐
々
に
主
導

権
を
握
っ
て
い
く
。 

王
希
虎
は
そ
の
中
の
学
術
係
を
利
用

し
て
月
１
回
『
学
生
』
を
発
行
し
た
。
文

芸
作
品
も
あ
れ
ば
、
秀
華
（
小
宝
の
姉
）

に
翻
訳
さ
せ
た
ロ
シ
ア
の
小
説
や
詩
、
魯

迅
の
名
言
や
警
句
を
引
用
し
た
《
五
・
四
》

記
念
の
文
、
ま
た
、
国
際
情
勢
の
客
観
的

な
紹
介
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。 

こ
の
雑
誌
が
、
日
本
の
傀
儡
統
治
下
の
、

文
化
的
に
荒
廃
し
た
南
京
で
出
版
さ
れ



た
こ
と
は
、
多
く
の
学
生
に
歓
迎
さ
れ
、

ひ
と
す
じ
の
清
流
と
な
っ
た
。 

定
期
的
な
音
楽
会
も
催
さ
れ
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の
古
典
音

楽
作
品
を
紹
介
し
、
南
京
の
退
廃
文
化
に

対
抗
す
る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
。
多
く

の
学
生
が
魅
了
さ
れ
、
小
宝
や
希
鷹
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
好
き
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。 

ま
た
小
型
図
書
館
を
開
き
文
芸
書
を

学
生
た
ち
に
広
め
た
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

『
母
』、
巴
金
の
『
家
』、
エ
ド
ガ
ー
・
ス

ノ
ー
の
『
中
国
の
赤
い
星
』
な
ど
。
多
く

の
青
年
が
、
こ
れ
ら
の
本
を
通
し
て
、
初

め
て
十
月
革
命
や
ソ
連
の
祖
国
防
衛
戦

争
、
紅
軍
と
中
国
共
産
党
を
知
っ
た
。 

ま
た
合
唱
団
や
合
唱
サ
ー
ク
ル
も
組

織
し
た
。
「
こ
の
寒
い
冬
を
こ
え
、
春
が

も
う
す
ぐ
来
る
、
枯
れ
木
に
失
望
す
る

な
。
」
と
歌
い
つ
つ
、
涙
を
流
さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。
夏
期
や
冬
休
み
の
補

習
ク
ラ
ス
、
女
子
学
生
や
女
子
青
年
向
け

の
『
女
青
年
』
の
発
行
、
女
工
と
主
婦
を

対
象
に
し
た
婦
女
文
化
夜
学
校
も
開
設

さ
れ
た
。 

こ
う
し
て
《
団
結
救
国
社
》
は
秘
密
の

活
動
か
ら
抜
け
出
し
、
合
法
的
な
組
織
を

利
用
し
た
新
し
い
道
へ
と
歩
み
始
め
た
。 

 
１
３ 

 

ア
ヘ
ン
撲
滅
運
動 

 

南
京
の
汪
精
衛
政
権
は
、
日
本
の
支
配

者
に
、
内
心
多
く
の
不
満
を
抱
い
て
い
た
。

日
本
の
タ
バ
コ
商
人
が
販
売
す
る
大
量

の
ア
ヘ
ン
か
ら
の
多
額
の
税
金
は
、
全
て

日
本
人
が
持
ち
去
り
、
少
し
の
お
こ
ぼ
れ

に
も
あ
ず
か
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
南
京

の
人
口
は
わ
ず
か
４
０
万
人
、
一
方
ア
ヘ

ン
中
毒
者
は
５
万
人
に
も
達
し
た
。 

汪
精
衛
は
そ
れ
を
手
に
し
よ
う
と
、
日

本
側
に
ア
ヘ
ン
専
売
権
を
要
求
し
た
が
、



あ
っ
さ
り
と
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
宣

伝
部
長
林
柏
生
を
通
じ
て
《
学
生
互
助

会
》
に
働
き
か
け
、
こ
れ
を
「
ア
ヘ
ン
・

賭
け
事
・
ダ
ン
ス
の
三
害
根
絶
運
動
」
と

し
た
。 

夫
子
廟
は
孔
子
廟
や
科
挙
の
試
験
場

も
あ
っ
た
が
、
歴
代
王
朝
の
首
都
の
歓
楽

街
で
、
日
本
占
領
後
は
商
店
や
酒
場
の
他
、

ア
ヘ
ン
館
、
妓
楼
、
賭
場
、
ダ
ン
ス
場
が

作
ら
れ
、
中
国
人
の
一
部
も
そ
れ
ら
に
染

ま
っ
て
い
た
。 

学
生
た
ち
は
議
論
の
末
、
２
０
０
人
、

３
０
０
０
人
と
、
２
回
行
動
を
起
こ
し
た
。

ア
ヘ
ン
館
に
な
だ
れ
こ
み
メ
チ
ャ
メ
チ

ャ
に
壊
し
た
。
賭
場
や
ダ
ン
ス
場
も
。
没

収
し
た
ア
ヘ
ン
や
道
具
は
人
力
車
で
運

び
、
車
夫
た
ち
も
進
ん
で
隊
列
に
加
わ
っ

た
。
群
衆
は
ま
す
ま
す
増
え
、
南
京
占
領

以
来
初
め
て
の
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
な
っ
た
。
日
本
鬼
子
の
支
配
に
対

す
る
巧
妙
な
闘
い
で
も
あ
っ
た
。 

人
民
大
会
堂
の
入
り
口
に
ア
ヘ
ン
と

そ
の
道
具
、
賭
け
事
の
道
具
を
積
み
上
げ
、

燃
や
し
た
。
火
は
１
時
間
燃
え
続
け
た
。

日
本
憲
兵
隊
は
銃
を
持
ち
、
物
凄
い
形
相

で
学
生
た
ち
を
睨
み
付
け
て
い
た
。 

大
会
堂
で
、
《
首
都
青
年
学
生
ア
ヘ
ン

追
放
大
会
》
を
開
き
、
リ
ー
ダ
ー
が
演
説

し
た
。『
ア
ヘ
ン
戦
争
に
打
ち
負
か
さ
れ
、

我
が
中
国
は
没
落
し
、
つ
い
に
は
半
植
民

地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
林
則
徐
は
英
国

帝
国
主
義
に
反
対
し
、
ア
ヘ
ン
を
禁
止
し

た
民
族
の
英
雄
で
あ
る
。
我
々
は
林
則
徐

に
な
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
』 

話
し
た
の
は
歴
史
で
、
英
帝
国
主
義
で

あ
っ
た
が
、
本
当
は
現
在
を
指
し
、
日
本

帝
国
主
義
を
指
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。 

林
柏
生
に
も
参
加
を
要
請
し
、
２
時
間

後
に
や
っ
て
き
た
彼
は
、
中
身
の
な
い
、

お
ざ
な
り
の
挨
拶
を
し
た
。
だ
が
こ
れ
で
、



こ
の
集
会
は
合
法
化
し
た
。 

冬
休
み
に
は
南
京
の
《
白
面
大
王
》
と

呼
ば
れ
る
ア
ヘ
ン
王
、
曹
玉
成
宅
を
２
０

０
人
で
囲
み
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
本
人

を
見
つ
け
た
。
４
０
歳
過
ぎ
、
ア
ヘ
ン
狂

の
顔
つ
き
で
精
気
が
な
い
。
布
団
を
め
く

る
と
、
奥
の
暗
室
へ
の
通
路
が
あ
り
、
大

き
な
鉄
の
箱
の
中
に
銀
紙
に
包
ま
れ
た

ヘ
ロ
イ
ン
が
３
４
㌕
。
彼
を
新
街
口
の
孫

中
山
先
生
の
像
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
か
せ
、

ヘ
ロ
イ
ン
を
焼
い
た
。
民
衆
は
『
銃
殺
せ

よ
！
』
と
口
々
に
叫
ぶ
。
汪
傀
儡
政
府
に

報
告
し
、
銃
殺
を
要
求
し
た
。 

麻
薬
王
曹
玉
成
は
１
９
４
４
年
２
月

に
銃
殺
さ
れ
た
。 

 

１
４ 

 

先
輩
と
の
別
れ 

 

南
京
の
青
年
学
生
ア
ヘ
ン
撲
滅
運
動

の
成
功
は
、
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。 

小
宝
も
従
兄
の
希
鷹
と
共
に
参
加
し
、

感
激
し
て
、
一
部
始
終
を
姉
の
秀
華
に
報

告
し
た
。
秀
華
は
具
体
的
な
行
動
に
は
参

加
で
き
な
か
っ
た
が
、
勝
利
の
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
。
小
宝
は
特
に
、
影
の
リ
ー

ダ
ー
と
言
え
る
任
建
と
袁
倫
を
尊
敬
し

て
い
た
の
で
、
秀
華
は
誇
ら
し
く
思
っ
た
。

彼
女
は
袁
倫
を
愛
し
て
い
た
。 

任
建
は
中
央
大
学
で
表
面
に
は
出
な

か
っ
た
が
、
高
校
生
と
の
連
絡
に
当
た
り
、

小
宝
た
ち
の
読
書
会
で
も
よ
く
話
し
た
。

彼
ら
は
、
巴
金
の
『
家
』
や
ソ
連
の
小
説

な
ど
を
通
し
て
恋
愛
や
封
建
制
、
更
に
は

社
会
主
義
、
第
二
次
大
戦
な
ど
、
多
く
を

学
び
成
長
し
た
。 

一
方
、
汪
傀
儡
政
府
の
林
宣
伝
部
長
は
、

自
分
の
指
導
し
た
こ
の
運
動
が
勝
利
を

収
め
た
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
配
下

に
入
れ
よ
う
と
、
彼
ら
の
組
織
力
を
ほ
め

《
模
範
青
年
団
》
に
誘
っ
た
が
、
『
模
範



青
年
団
は
日
本
人
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

を
支
持
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
青
年
は

参
加
し
た
が
ら
な
い
の
で
す
。
』
と
言
わ

れ
、
ど
う
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
そ
う
に

な
い
と
感
じ
、
引
き
下
が
っ
た
。 

し
か
し
、
日
本
憲
兵
隊
は
こ
の
事
態
に

注
目
し
て
い
た
。
彼
ら
も
汪
政
府
が
ア
ヘ

ン
売
買
を
手
に
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は

金
持
ち
の
子
弟
に
は
見
え
ず
、
よ
く
勉
強

す
る
成
績
上
位
者
で
、
発
言
や
演
説
か
ら

も
そ
の
能
力
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
《
模

範
青
年
団
》
の
ボ
ス
の
よ
う
な
腐
敗
堕
落
、

酒
色
に
溺
れ
て
い
る
風
で
も
な
い
。 

特
高
の
石
井
軍
曹
は
、
独
特
の
勘
で
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら
左
翼
の
匂
い
を
嗅

ぎ
取
り
、
中
央
大
学
に
問
い
合
わ
せ
、
日

本
語
の
流
暢
な
学
生
、
任
建
を
探
し
当
て

た
。
戸
籍
調
査
の
名
で
任
建
の
家
を
捜
索

し
、
本
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
が
全
て
古
い

教
科
書
ば
か
り
。
か
つ
て
２
階
に
あ
っ
た

謄
写
版
印
刷
機
は
、
秀
華
の
問
題
が
起
こ

っ
て
か
ら
処
分
し
て
い
た
。 

数
日
後
、
石
井
は
中
国
服
姿
で
任
建
を

訪
ね
、
上
手
な
日
本
語
を
ほ
め
、
友
人
と

し
て
中
国
語
を
教
え
て
欲
し
い
と
言
っ

た
。
任
建
は
仕
方
な
く
彼
の
言
う
「
友
人
」

と
な
っ
た
。
彼
は
度
々
や
っ
て
来
た
。 

あ
る
夜
、
学
校
か
ら
の
帰
り
道
、
馬
上

の
石
井
に
腕
を
掴
ま
れ
、
近
く
の
憲
兵
隊

に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
「
お
し
ゃ
べ
り
」

と
言
い
つ
つ
、
石
井
は
赤
い
丸
を
書
き
、

「
拡
大
組
織
」
や
「
同
郷
会
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
任
建
は
『
私
は
知
り
ま
せ
ん
。』

と
応
え
る
の
み
で
、
石
井
も
ど
う
し
よ
う

も
な
か
っ
た
。 

し
ば
ら
く
後
、
任
建
は
小
宝
を
訪
ね
、

『
僕
は
故
郷
に
帰
る
。
君
た
ち
は
成
長
し
、

僕
と
袁
倫
も
安
心
し
て
い
る
。
い
つ
か
機

会
が
あ
れ
ば
再
び
会
え
る
だ
ろ
う
。
袁
倫



に
代
わ
っ
て
、
お
姉
さ
ん
に
サ
ヨ
ナ
ラ
を

言
っ
て
ほ
し
い
』
と
言
っ
た
。
彼
ら
は
根

拠
地
に
向
か
い
、
新
四
軍
に
参
加
し
た
。 

（
つ
づ
く
） 


